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 対象は IgA腎症 5例、膜性腎症 5例の腎生検組織で、移植腎 5例の腎生検(移植後 0hr生
検、1hr生検)を対照群として検討した。其々厚さ 10µm のパラフィン切片から LMDで 0.3mm2
面積分の糸球体組織を切離し、得られた蛋白成分をペプチド化して LC-MS/MS で解析した。
その結果、移植腎からは 300種類以上の蛋白が検出された。IgA腎症では対照群に比較して
IgA1や C3などの糸球体沈着物成分の他に、Elongation factorや Heat shock protein、
Peroxiredoxinなどの酸化ストレスや細胞増殖に関連する因子の上昇が認められた。膜性腎
症でも対照群に比べて沈着した IgG1や IgG4、C3、C4Aの他に原因蛋白である PLA2Rの上昇
もみられた。また、IgA腎症と同様に膜性腎症でも Elongation factorや Heat shock protein、
Peroxiredoxinの増加がみられた。 
 糸球体腎炎の腎生検検体に LMDと LC-MS/MSを用いて蛋白質解析を行うことで、現在病理
診断に用いられている糸球体沈着蛋白の他に、病態に関与している可能性のある複数の因
子を同定することが可能であった。腎生検検体の LMDと LC-MS/MSによる蛋白質解析は糸球
体腎炎の診断や病態の解析に有用であることが示唆された。 
